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１．土砂災害を知る

ー土砂災害に関する基礎知識ー



地震や台風・大雨
などが原因

雨がやんでから数時間後に
災害が起きることもある

降雨後

豪雨
短時間に集中して降る場合、
発生しやすい

長雨
地中にしみ込んだ水の量が多いほど、
発生しやすく、規模も大きい
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1-1.土砂災害の原因・種類



がけ崩れ 地すべり土石流

1-1.土砂災害の原因・種類

★土砂災害は、３種類に分類できる

1-1.土砂災害の原因・種類



土石流とは

発生
箇所

山から流れてくる勾配の
急な谷川

現象
山腹、川底の石や土砂
が、雨などによって一気
に下流へと押し流される

特徴

速度：時速20～40km
→走っても逃げ切れない
発生箇所だけではなく、
下流にも被害を及ぼす



がけ崩れとは

発生
箇所

崖や急な斜面

現象
雨や地震などの影響に
よって急激に斜面が崩
れ落ちる

特徴

突然起きるため、人家の
近くで起きると逃げ遅れ
る人も多く、死者の割合
も高い



地すべりとは

発生
箇所

緩い傾きの斜面

現象

斜面の一部、あるいは
全部が地下水の影響と
重力によってゆっくりと
斜面下方に移動する

特徴
一般的に移動する土の
量が多いため、広い範囲
に影響が及ぶ



1-2．近年の土砂災害
○土砂災害の件数は全国的に増加傾向



○令和５年は、全国で１,４７１件の土砂災害が発生

1-2．近年の土砂災害（R５年）



○全国で３２８件の土砂災害が発生 （確定値）

1-2．近年の土砂災害（R５年６月台風２号）



1-2．近年の土砂災害（土砂・洪水氾濫）
○上流からの土砂が河道に流入 → 下流の河川で氾濫。下流の市街地に被害

H30年7月西日本豪雨(広島県呉市)
R元年10月東日本台風(宮城県丸森町)



1-2．近年の土砂災害（流木被害）
○上流からの流木が下流の橋梁等で閉塞、氾濫 → 下流の市街地に被害

H30年7月豪雨 （広島県坂町） R4年8月豪雨 （新潟県村上市）

H29年7月九州北部豪雨 （福岡県朝倉市） H29年7月九州北部豪雨 （福岡県朝倉市）



1-3．紀伊半島大水害

○2011年台風12号により、県内各地で大雨が長時間継続
→南部を中心に、大規模な土砂災害が発生
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1-3．紀伊半島大水害
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1-3．紀伊半島大水害



1-3．紀伊半島大水害

○記録的な大雨により、規模の大きい「深層崩壊」が多発
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1-3．紀伊半島大水害
○「深層崩壊」が発生した際の危険箇所は？



Point
川の反対側にも崩壊
土砂が到達

Point
川の反対側にも崩壊
土砂が到達
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1-3．紀伊半島大水害



Point
崩壊によって河道閉塞が起こり
上流で河川の氾濫が発生

Point
崩壊によって河道閉塞が起こり
上流で河川の氾濫が発生
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1-3．紀伊半島大水害



Point
崩壊土砂が川の水と
ともに流れ、下流で
土石流が発生

Point
崩壊土砂が川の水と
ともに流れ、下流で
土石流が発生
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1-3．紀伊半島大水害



五條市赤谷地区

1-3．紀伊半島大水害

約１本分

約７.５杯分

東京ドーム
（120万m3）

東京スカイツリー

（634m）

湛水池の状況
①



1-3．紀伊半島大水害

五條市赤谷地区



２．土砂災害から身を守る

ーどのようにして命を守るか？ー



２．土砂災害から身を守る

STEP①：周囲の危険箇所をチェック

STEP②：避難に必要な情報を確認

STEP③：事前に危険箇所から避難

○効果的な避難には、以下の３点が重要

★事前の準備が大きなカギを握る



崩壊等が発生した場合に、住民等の生
命または身体に危害が生ずるおそれの
ある区域

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

崩壊等が発生した場合に、建築物に破
損が生じ、住民等の生命または身体に
著しい危害が生ずるおそれのある区域

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

「土砂災害防止法」に基づき、奈良県では
「 」

「土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）」を指定

2-1.地域の危険な箇所を確認する

警戒避難体制の整備

土砂災害から生命を守るため、
災害情報の伝達や避難が早く
できるように警戒避難体制の整
備が図られます。

特定開発行為に対する許可制

想定される衝撃に対し、建築
物が安全であるかどうか建築
確認がされます。

住宅宅地分譲や、老人ホーム、
病院など災害弱者関連施設の建
設を行う場合の開発行為には許
可が必要です。

建築物の構造規制 建築物の移転

著しい損壊が生じるおそれのあ
る建築物の所有者に対し、移転
勧告がなされることがあります。



土砂災害特別警戒区域

（レッドゾーン）

土砂災害警戒区域

（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域

（レッドゾーン）

土砂災害警戒区域

（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域

（レッドゾーン）

土砂災害警戒区域

（イエローゾーン）

急傾斜地の崩壊（がけ崩れ） 土石流 地すべり

2-1.地域の危険な箇所を確認する



2-1.地域の危険な箇所を確認する

「奈良県土砂災害・

防災情報システム」を

お手持ちのスマホで

実際に操作しよう！

～ご不明な点があればお知らせください～

「奈良県土砂災害・
防災情報システム」の
ＱＲコードはこちら！



①砂防・災害対策課HPの
トップページより、「土砂
災害・防災情報システム」
のバナーをクリック。

2-1.地域の危険な箇所を確認する

○土砂災害警戒区域等は、奈良県砂防・災害対策課の
「土砂災害・防災情報システム」で確認可能

② 「土砂災害警戒区域等
マップ」をクリック。



④土砂災害警戒区域等が
黄色・赤色で表示される。

2-1.地域の危険な箇所を確認する

③左上のボックスに、
調べたい地域名を
入力し、検索。



○土砂災害の特徴

・いつ発生するか 予測困難

・どこで発生するか 予測困難

早期の避難が大事

・突発的に起き、被害が広範囲に

2-2.避難に役立つ情報を確認する



2-2.避難に役立つ情報を確認する

○避難に役立つ情報とは…「気象情報」と「警戒レベル」

数十年に一度の大雨
や、台風になること
が予想されます。
ただちに命を守る
行動をとってください。

さらに激しい
大雨が続くと・・・

がけの近くなど土
砂災害の発生しや
すい地区にお住ま
いの方は、早めの
避難を心がけると
ともに、避難指示
等の情報に注意し
てください。

土砂災害の危険性が
高まると・・・

重大な災害が発生
するおそれがあり
ます。
市町村が発表する
避難に関する情報
に注意し、必要に
応じて速やかに避
難してください。

大雨が降り続くと・・・

おおあめ

大雨
ちゅういほう

注意報
災害が発生するお
それがあります。
最新の情報に注意
して、災害に備え
た早めの準備をし
ましょう。

雨が強くなると・・・

おおあめけいほう

大雨警報
どしゃさいがい

土砂災害
けいかいじょうほう

警戒情報

とくべつけいほう

特別警報

警戒レベル
2

警戒レベル
3

警戒レベル
4

警戒レベル
5

気
象
庁
（
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
県
と
共
同
）

市
町
村

気象情報 危険度
高



2-2.避難に役立つ情報を確認する

☆土砂災害に関する気象情報は主に３種類

大雨注意報

A区

B区

C区
D区

E区

F区

A左地区

A中地区

A右地区

BC下地区

C上地区

DE地区

F地区

避難準備・高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示

全域 ： 注意喚起

大雨警報

A区

B区

C区
D区

E区

F区

A左地区

A中地区

A右地区

BC下地区

C上地区

DE地区

F地区

全域 ： 避難準備発表中 避難準備・高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示

土砂災害警戒情報

A区

B区

C区
D区

E区

F区

A左地区

A中地区

A右地区

BC下地区

C上地区

DE地区

F地区

勧告

勧告

準備

準備

準備

勧告

準備

避難準備・高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示

橿原市

大雨
注意報

大雨警報
（土砂災害）

土砂災害
警戒情報

○大雨による土砂災害のおそれ
があると予想された時に発表

○雨が止んでも、土砂災害のおそ
れがあるときには継続

○大雨による重大な土砂災害の
おそれがあると予想された時に
発表

○大雨警報（土砂災害）と大雨警
報（浸水害）に分けられる

○大雨警報（土砂災害）発表後、
命に危険を及ぼす土砂災害が
いつ発生してもおかしくない状
況で発表

○県と気象台が共同で発表



大雨注意報

大雨警報

土砂災害警戒情報

○「気象情報」と「警戒レベル」の関係（土砂災害関係）

2-2.避難に役立つ情報を確認する

警戒レベル２

・今後の気象情報を確認

＝

＝ 警戒レベル３
「高齢者等避難」

＝

・避難に時間を要する人は避難開始
・それ以外の人も避難の準備を開始

警戒レベル４
「避難指示」

・危険箇所からは全員避難



○「特別警報」（警戒レベル５「緊急安全確保」）とは

2-2.避難に役立つ情報を確認する

「警報の発表基準をはるかに超える大雨や…（中略）…重大な災
害の起こるおそれが著しく高まっている場合に発表し、最大級の
警戒を呼びかけるもの」（気象庁HP）

既に土砂災害が発生している可能性が高い

安全な避難は困難

危険箇所からは、警戒レベル４ で全員避難



Point
• がけや山から離れた
場所に避難する

Point
• がけや山から離れた
場所に避難する

Point
• 早めの避難が難し
い場合は安全な建
物のなるべく高くて
崖や山と反対側の
部屋に避難する

Point
• 早めの避難が難し
い場合は安全な建
物のなるべく高くて
崖や山と反対側の
部屋に避難する

Point
• 土石流の恐れがあ
るときは早めに土
砂が流れる方向に
対して直角方向へ
避難する

Point
• 土石流の恐れがあ
るときは早めに土
砂が流れる方向に
対して直角方向へ
避難する

2-3.実際の避難にあたって

○早期の避難とともに留意すべき点



2-3.実際の避難にあたって（事例）



2-3.実際の避難にあたって（事例）



2-3.実際の避難にあたって（事例）



まとめ

• 土砂災害はどこでも起こりうる

• 災害の危険な箇所はインターネットで確認可能！

• 気象情報と警戒レベルの意味を確認！

• 警戒レベル４で危険な箇所からは全員避難！

事前の準備と早期の避難で
土砂災害から身を守ろう！



参考



ハザードマップ（平群町作成）
⇒自然災害による被害を予測して、その被害想定範囲を地図にしたもの。避難場
所などの情報が地図上に図示されている。
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2-1.地域の危険な箇所を確認する



2-2.避難に役立つ情報を確認する

• 情報の意味を分かりやすく

• 的確な避難行動を行うために

☆警戒レベルの導入

５段階の警戒レベル

気象情報と
警戒レベルが
どう対応するか
ご存じですか？


